
研究課題名 当院における大腸憩室炎に対する保存的加療から手術に移行した症例の検討

所属(診療科等) 長崎みなとメディカルセンター　消化器外科

研究責任者(職名) 奥田　真吾（医師）

研究期間 2021年10月29日～2024年3月31日

研究目的と意義
大腸憩室症ガイドラインでは、膿瘍 (5cm未満)・穿孔を伴い炎症が限局している大腸
憩室炎は保存的加療が推奨されております。本研究では当院で保存的加療を行なった
大腸憩室炎の中で、入院中に手術移行した症例について検討します。

●対象となる患者さん

当院にて2017年4月1日～2021年6月30日の間に大腸憩室炎で保存的加療となった患者
さん

●利用する情報

診断名、年齢、性別、身体所見、検査結果（血液検査、画像検査）、手術所見、病理
組織学所見、術後治療内容、経過観察期間、術後の経過。

●研究方法

上記の情報をカルテより収集し、下記について検討します。
・来院時の身体所見、画像所見など、憩室炎診断に関連する事項
・術後経過関連
・術後診断関連

　所属：長崎みなとメディカルセンター　研究開発センター

　住所：長崎市新地町６番３９号

　電話：095（822）3251

　受付時間：月～金　9:00～17：00（祝・祭日を除く）

研究内容

問い合わせ先



研究課題名 大腸穿孔術後に発生する遺残膿瘍の関連因子の検討

所属(診療科等) 長崎みなとメディカルセンター　　消化器外科

研究責任者(職名) 永川　寛徳(医長)

研究期間 2022　年　9　月　29　日　～　2024　年　3　月　31　日

研究目的と意義

大腸穿孔に対して手術を行った症例において、遺残膿瘍の関連因子を検索すること
で、予測因子となり得るものが存在するか、またその予測因子より介入策が立てう
るのか検討します。
本研究により、術後の患者さんへのリスクや侵襲を小さくし、入院期間の短縮や医
療コストの削減が期待できます。

●対象となる患者さん

当院にて2014年1月1日～2022年6月30日の間に大腸穿孔に対して手術を受けた患者さ
ん

●利用する情報

年齢、性別、身長、体重、BMI、穿孔部、担癌状態、基礎疾患、術前バイタルサイン
（血圧、心拍数、呼吸回数、体温、酸素飽和度）、術前採血データ（白血球、血小
板、CRP、T-Bil、Cre、PT-INR、Base Excess、HbA1c、プロカルシトニン）といった
術前因子、手術時間、出血量、術式、洗浄量、ドレーン留置本数、術中ショックの
有無といった術中因子と、術後CHDF/PMX導入の有無、人工呼吸器管理期間、昇圧剤
使用期間、ドレーン留置期間、抗生剤治療期間、術後遺残膿瘍の有無、ICU入室期
間、在院日数、在院死亡といった術後因子

●研究方法

遺残膿瘍の有無について二群間に分け、上記項目について単変量解析、多変量解析
を行います。

　所属：長崎みなとメディカルセンター　研究開発センター

　住所：長崎市新地町６番３９号

　電話：095（822）3251　（内線3553）

　受付時間：月～金　9:00～17：00（祝・祭日を除く）

研究内容

問い合わせ先



研究課題名 Stage IVb胃癌に対する姑息的胃切除の意義

所属(診療科等) 長崎みなとメディカルセンター　　消化器外科

研究責任者(職名) 行武 彩季（医師）

研究期間 2022　年　10　月　31　日　～　2023　年　12　月　31　日

研究目的と意義

Stage IVb胃癌の患者さんのうち通過障害や腫瘍出血などの症状に対する緩和手術と
して、胃空腸バイパスや姑息的胃切除が必要になることがあります。当院のStage
IVb胃癌の患者さんに対する緩和手術、特に姑息的胃切除の有効性について検討しま
す。
本検討により当該診療の分野において根治性と安全性の両立を目指す治療指針の設
定に貢献できる可能性があります。

●対象となる患者さん

2015～2022年に当院外科が介入したStage IVb胃癌の患者さん

●利用する情報

年齢、性別、手術日、化学療法導入日、術後経過、術式、化学療法導入の有無、
非治癒因子 (腹腔洗浄細胞診、腹膜播種、肝転移、肺転移、その他)
治療因子：①化学療法あり、化学療法なし　②姑息的胃切除、胃空腸バイパス、
中心静脈ポート留置
予後因子：①化学療法導入日または手術日　②最終生存確認日

●研究方法

上記の情報をカルテより収集し、下記について検討します。
・手術日および化学療法導入日を起点とした術後経過期間
・化学療法の有無や術式の違い、非治癒因子の違いによる術後経過期間の差

　所属：長崎みなとメディカルセンター　研究開発センター

　住所：長崎市新地町６番３９号

　電話：095（822）3251　（内線3553）

　受付時間：月～金　9:00～17：00（祝・祭日を除く）

研究内容

問い合わせ先



研究課題名 腹腔鏡下胆嚢摘出術困難症例におけるbailout proceduresの検討

所属(診療科等) 長崎みなとメディカルセンター　　消化器外科

研究責任者(職名) 中山　嵩士（医師）

研究期間 2022　年　10　月　31　日　～　2023　年　6　月　30　日

研究目的と意義

急性胆嚢炎に対する緊急手術での手術困難症例においてガイドラインで推奨されて
いるbailout proceduresを施行した症例の手術成績を検討します。
本検討により、今後の緊急手術での手術困難症例における手術関連死亡の回避や手
術成績の向上が期待できます。

●対象となる患者さん

当院にて2015年1月1日～2021年12月31日の間に急性胆嚢炎の手術を受けた患者さん

●利用する情報

年齢、性別、BMIといった術前因子、術式、術者、助手、手術時間、術中出血量、ド
レーンの有無、血管胆管損傷の有無といった術中因子、ドレーン抜去までの期間、
術後在院日数、術後合併症例、退院時の状況といった術後因子

●研究方法

bailout procedures施行の有無により二群間に分け、比較検定を行います。

　所属：長崎みなとメディカルセンター　研究開発センター

　住所：長崎市新地町６番３９号

　電話：095（822）3251　（内線3553）

　受付時間：月～金　9:00～17：00（祝・祭日を除く）

研究内容

問い合わせ先


